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【論文要旨】
　日本列島の高山帯では，同一の方位，標高の斜面にハイマッ群落や風衝綾性低木群落などの多種
多様な植物群落が分布している。本稿では，南アルプス赤石岳の高山帯において，地形・地質・気
候条件を調査し，景観の形成に関わる条件を明らかにすることを目的に研究を行った。
　赤石岳主稜線の西向き斜面には，日本列島の高山帯で一般的に見られる周氷河性平滑斜面が分布
する。この斜面は植生分布の違いから，「植生に乏しい斜面」，「縞状植被斜面」，「草本・駿性低木
植被斜面」，「ハイマツ植被斜面」の4種類に区分できる。また，植生に乏しい斜面は，礫の長径
が30cm以下の岩屑斜面と30　cm以上の岩塊斜面にさらに区分される。
　これらの斜面が成立した条件として第一に，積雪分布が挙げられる。積雪の多い斜面では植被率
の高い草本・綾性低木植被斜面やハイマツ植被斜面が成立する。一方，積雪の少ない斜面では植被
率の低い植生に乏しい斜面や縞状植被斜面が成立する。次に，斜面物質の構成が挙げられる。泥岩
からなる岩屑斜面では表面礫の移動量が大きいため，また，砂岩からなる岩塊斜面では移動量は小
さいものの，植物の定着に必要な細粒物質が不足するため植被率が低下する。
【キーワード】植生分布・高山景観・積雪分布・斜面物質の構成・南アルプス
1．はじめに
　日本アルプスや大雪山などの日本列島の高山では森林限界を越えて高山帯に入ると様相が一変す
る。それまで周囲に広がっていた森林がハイマッ低木林に置き換わり，遠くの山を見渡せるほど視
界が開ける。それはまた，樹木に密に覆われる変化の少ない森林景観から，様々な植物群落や地形
が混在する多彩な高山帯の景観への変化でもある。本稿では，森林限界を越える領域を高山帯と呼
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　写真1　高山帯の西向き斜面で見られる景観
斜面方位の同じ斜面において波線を境に異なる植
物群落が分布する。
風衝蟻性低木群落
高山荒原植物群落
図1　高山帯の景観に見られる空間パターン（模式図）
高山帯の上部では，同一の標高・斜面方位の斜面におい
て分布する植物群落が変化する。
び，議論を進めていく。
　日本の高山帯では，ハイマッ群落，風衝駿性低木群落，風衝草原，高山荒原植物群落などの多種
多様な植物群落が分布する。これらの植物群落の分布は，主に斜面の標高差や斜面方位の違いに応
じて異なっている。また，同一の標高でかつ斜面方位の同じ斜面においても植物群落が変化する
（写真1）。これに注目すると，高山帯の景観には地理学的および生態学的に見て意味のある空間パ
ターンを認識することができる（図1）。
　従来の高山帯植生に関する研究では，植物群落の分布とそれに関わる環境条件が明らかにされて
きた。例えば，鈴木・二村（1966）は，積雪分布が植物群落の分布を支配することを指摘し，小
泉（1979）は，斜面の地質の違いが植物群落の分布を決めることを見出した。また，水野（1990）
は地形や地形形成作用，および斜面物質，最大積雪深，消雪時期，土壌，水分条件などの環境条件
が複合して植物群落の分布を左右することを明らかにした。しかし，一つの山の稜線や斜面全体を
対象とする空間的スケールで日本の高山帯に焦点を当て，その景観の形成に関わる条件を解明した
報告は少ない。
　高山帯の景観の形成には，以下の3つの条件が大きな影響を与えると考えられる。一つ目は，
卓越風の影響を受けた積雪深の局所的差異である。世界でも有数の強風域である日本列島の高山帯
では，卓越風の影響で積雪分布が不均一になっている。二つ目は，斜面物質の構成である。様々な
地質が分布する日本列島の高山帯では，その違いに応じて斜面物質の構成の異なる斜面が分布す
る。三つ目は，斜面の微地形である。高山帯では，構造土やソリフラクションローブなどの寒冷な
気候環境の下で形成される周氷河性の微地形が数多く分布する。これら3つの条件が，地形形成
作用の強度を決定し，それが高山帯植生の分布に影響を与え，高山帯の景観に認識できる特徴を作
り出していると思われる。
　このような考えを基に，筆者は以前に暫定的な報告を行った（菅澤ほか，2010）。菅澤ほか
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（2010）では赤石岳高山帯の景観に見られる空間パターンを指摘したが，その後の現地調査を基
に，景観の形成に関わる条件について多くの知見を追加することが可能になった。以上を踏まえて
本稿の目的は，南アルプス赤石岳の高山帯において，地形，地質，気候条件を調査し，景観の形成
に関わる条件を明らかにすることである。
2．調査地域の概要と調査方法
2－1調査地域の概要
　南アルプスは，日本アルプスの最南部に位置する山域であり，北岳（3193m）や間ノ岳（3189
m），塩見岳（3046m），悪沢岳（3141　m），赤石岳（3120m），聖岳（3013m）などの3000m峰
が連なり，高山帯の領域が比較的広い。また，この山域は日本の高山帯で優占するハイマツ群落の
南限地域に相当する。本研究では，稜線高度が3000　mを超える赤石岳の主稜線を調査地域に設定
した。図2に，調査地域の位置と地質を示す。
　赤石岳の主稜線には，南に赤石岳本峰，北に小赤石岳（3081m）の2つのピークが連なってい
る。主稜線はほぼ南北方向にのび，標高3000－3100mの定高性を有している。また，この主稜線
は西向き斜面が緩傾斜，東向き斜面が急傾斜の非対称山稜を呈する。
　赤石岳周辺の地質は，白亜系四万十帯の堆積岩からなる。赤石岳の主稜線を挟んで西側には砂岩
と泥岩の互層や酸性凝灰岩，東側には泥岩，チャート，緑色岩類などがそれぞれ分布する。調査
地域には砂岩と泥岩が露出している（図2，建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所ほか
1983）。
　また，赤石岳周辺では森林限界が標高2600m付近に位置する。森林限界付近の構i成樹木はシラ
ビソ（・4漉ε癬娩のとダケカンバ（Betula　ermanii）である。調査地域に設定した赤石岳の主稜
線は森林限界を越えており，ハイマッ群落や風衝嫉性低木群落，風衝草原などが分布する。
2－2　調査方法
　まず，空中写真判読と現地踏査から赤石岳の主稜線上における周氷河性平滑斜面の分布を把握し
た。判読には，国土地理院発行の15，000分の1空中写真（1976年撮影，CCB－76－15　C12A－22か
らC12A－24）を用いた。また，周氷河性平滑斜面の認定は，小泉（1992）がまとめた以下の特徴
を基準に行った。
　　①斜面の縦断形が凸形～直線形を呈すること。
　　②傾斜が0－35°，平均20°前後で比較的緩傾斜であること。
　　③斜面物質が角礫層・亜角礫層からなり，基質に富む場合と基質を欠く場合があること。
　　④角礫層・亜角礫層に含まれる礫の長軸は斜面最大傾斜方向にそろう傾向が認められること。
　次に，主稜線の西向き斜面に分布する周氷河性平滑斜面を植生分布の違いから区分した。その基
準は主に，植被率と植物種の被度と群度である。植物種の被度と群度の判定はブラウソーブランケ
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　　　　　　　　　　　　図2　調査地域の位置と地質
1：砂岩　2：泥岩　3：酸性凝灰岩　4：チャート　5：緑色岩類
6：標高点　7：山頂と稜線　8：主渓流
地質は，建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所ほか（1983）による。
（1971）をもとに，表1の基準で行った。
　また，高山帯の景観の形成に関わる条件として卓越風の影響，斜面物質の構成，斜面の微地形を
調査した。まず，卓越風の影響を把握するために冬季卓越風向の推定と積雪分布の記載を行った。
冬季卓越風向は，その指標として有効とされているしっぽ状植生（例えば，高橋・佐藤，1994）
の伸長方向（風下側に伸びる植生の先端部から見た障害物の方向）を計測し，推定した。積雪分布
は，厳冬期に現地を訪れることが困難なため，冬季の積雪分布の傾向が反映される融雪期（2007
年5月4日）に現地を踏査し，記載した。次に，斜面物質の構成を調査するために斜面物質の粒
径，基盤岩の節理密度を計測した。基盤岩の節理密度は，上本（1978）の方法にならい，円周長1
mの円形の測線と交差する節理の本数（本／m）を計測した。また，斜面の微地形と斜面物質の移
動量（移動距離）を調べるために，微地形の記載およびペンキライソの測線による表面礫の移動距
離の計測を行った。ペンキラインは2007年に設置し，翌年の2008年に基線からの移動距離を計測
した。移動距離の計測は10cm間隔で行い，その平均値を平均移動距離，最大値を最大移動距離i
とした。移動距離の計測に加えて，ペンキライン設置地点の平均傾斜，平均礫径，表面角礫層（地
表面に見られるマトリックスを欠いた角礫層）の厚さを測定した。
　本稿では，岩塊を主体とする礫支持の岩塊層からなる斜面を岩塊斜面，角礫を主体とする基質支
持の岩屑層からなる斜面を岩屑斜面と呼び，区分した。
一24一
　　　　　　　　　表1　被度・群度の判定
ブラウンーブランケ（1971）をもとに被度と群度の基準を決定した。
被度（調査地内に個々の植物種が占めている面積を示す。）
????調査面積の3／4以上を占めている（個体数は任意）
調査面積の1／2－3／4を占めている（個体数は任意）
調査面積の1／4－1／2を占めている（個体数は任意）
きわめて個体数が多いか，または少なくとも調査面積の1／20－1／4を占めている
個体数は多いが，被度は1／20以下である
きわめて低い被度で，わずかな個体数である
きわめてまれに最小被度で出現する
群度（調査地内に個々の植物個体がどのように配分されて生育するかを示す。）
「?????ある植物が調査地内に，カーペット状に一面に生育している
大きな斑紋状でカーペットのあちこちに穴があいているような状態である
小群の斑紋状
小群状
単生
3．結果
　本稿では，赤石岳高山帯の中で主稜線付近に分布する周氷河性平滑斜面を対象とし，その分布範
囲の記載，斜面の植生タイプ区分，斜面上での環境条件の調査を行った。その結果は以下の3つ
である。
3－1周氷河性平滑斜面の分布
　図3に調査地域における周氷河性平滑斜面の分布を示す。この斜面は現在，表層崩壊によって
下方から開析されつつあり，その下限には明瞭な遷急線が見られる。よってその下限は認定しやす
く，概ね3000－3050mに位置する。また，稜線からの標高差が20－40m，斜面長にして30－80m
の範囲に分布する。
　周氷河性平滑斜面の分布範囲は，調査地域全体で比較すると小赤石岳から赤石岳にかけての稜線
で大きくなっている。また，主稜線の東西で比較すると，緩斜面の広がる西向き斜面で広く，急斜
面の東向き斜面で狭い。西向き斜面に分布する周氷河性平滑斜面の斜面上には，構造土やソリフラ
クションローブなどの周氷河性の微地形が見られる。
　調査地域の周氷河性平滑斜面の大部分はハイマッや罎性低木などの植生に覆われている（写真
2）。また，岩塊斜面では，植生がまばらであるが，地衣類の多く着生する表面の風化の進んだ岩
塊が集積しており，活発な斜面物質の移動は認められない。これらのことから，周氷河性の微地形
が分布する斜面上部の岩屑斜面を除いて，調査地域の植生に覆われた周氷河性平滑斜面や岩塊斜面
は斜面物質の移動が停止した化石周氷河性平滑斜面であると判断できる。
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　　図3　周氷河性平滑斜面の分布
1：周氷河性平滑斜面　2：主稜線と山頂
写真2　赤石岳西向き斜面の周氷河性平滑斜面
図中の破線は稜線の位置を示す。
3－2　周氷河性平滑斜面の植生タイプ区分
　次に，主稜線の西向き斜面に分布する周氷河性平滑斜面を対象に，植生分布の違いから植生タイ
プの区分を行った。その結果，周氷河性平滑斜面は「植生に乏しい斜面」，「縞状植被斜面」，「草本
・　nc性低木植被斜面」，「ハイマッ植被斜面」の4種類に区分された。さらに，「植生に乏しい斜面」
は岩屑斜面からなるものと岩塊斜面からなるものに区分し，合計で5タイプの斜面が認められた。
　図4に，周氷河性平滑斜面の5つの植生タイプの分布を示す。これらの斜面の大きさは最小で
10mx10m，最大で100m×100mに満たない程度である。狭い範囲内にタイプの異なる斜面が
分布し，また，各タイプの配置には一定の特徴が認められる。以下に，それぞれの斜面における分
布の特徴と植生の状況をまとめた。
植生に乏しい岩屑斜面
　植生に乏しい岩屑斜面では植生パッチが点在する場合が見られる（写真3のA）。斜面全体の植
被率は20％以下である。この斜面は西向き斜面上部の凸形斜面に分布する（図4）。一部の場所で
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図4　主稜線西向き斜面の周氷河性平滑斜面の植生区分
　1：植生に乏しい岩屑斜面　2：植生に乏しい岩
　塊斜面　3；縞状植被斜面
　4：草本・綾性低木植被斜面　5：ハイマツ植被
　斜面　6：山頂と主稜線
は，この斜面の下部に草本・綾性低木植被斜面やハイマッ植被斜面が見られる。また，植被率の低
い斜面である植生に乏しい岩塊斜面と比較すると分布範囲が狭くなっている。この斜面では，ハク
サンイチゲ（Anemone　narciSSInora　var．　niPPonica）やミヤマキンバイ（Potentilla　mαtsumurae），
オヤマノエソドウ（Oxytropis　juPonica），キバナノコマノツメ（Vioraろ躰o廻），イワウメ（1）iaPen－
sia　laPPonica），イワスゲ（Carex　stenantha）などの風衝地の植物がわずかに生育する（表2）。
植生に乏しい岩塊斜面
　植生に乏しい岩塊斜面では，ハイマツ（Pinus　Pumila）のパッチが点在する岩塊斜面が見られる
（写真3のB）。斜面全体の植被率は20％以下である。この斜面は赤石岳本峰から小赤石岳に至る
主稜線上で広範に分布する（図4）。植生に乏しい岩屑斜面と比べると分布範囲は広い。この斜面
では，点在するハイマッパッチの周囲にクロマメノキ（Vaccinimm　uliginosum），ウラシマツツジ
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C　　　　　　　　写真3　赤石岳西向き斜面の周氷河性平滑斜面上で見られる景観
A：植生に乏しい岩屑斜面　B：植生に乏しい岩塊斜面　C：縞状植被斜面　D：草本・繧性低木植被斜面
（Arctozas　alpinus　var．／’aPonicas），コメバツガザクラ（Arcterica　nana）などの簸性低木やミヤマコ
ウボウ（Hierochloe　alpina）などのイネ科，カヤツリグサ科草本がわずかに生育する（表2）。
縞状植被斜面
　縞状植被斜面では植生パッチと裸地が，斜面の最大傾斜方向に沿って交互に配列され，縞状に分
布する様子を見ることができる（写真3のC）。斜面全体の植被率は20－60％である。この斜面は
西向き斜面上部で，平均傾斜20°以下の傾斜の緩い凸形斜面に分布する（図4）。小赤石岳から赤石
岳の稜線では，この斜面の下部に草本・罎性低木植被斜面やハイマッ植被斜面が見られる。植生パ
ッチと裸地は20－300cmの間隔で規則的に並び，イワウメやハクサンイチゲ，オヤマノエンド
ウ，クロマメノキ，ウラシマツツジ，タカネツメクサ（Minuartiαarctica　var．　hondoensis）イワス
ゲ，ミヤマコウボウなどがパッチ部分に生育する（表2）。
草本・罎性低木植被斜面
　草本・綾性低木植被斜面では，草本植物や罎性低木がカーペット状に覆う斜面が見られる（写真
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　　　　　　　　　　　表2　周氷河性平滑斜面の5植生タイプの組成表
組成表の数字は左側が被度，右側が群度を示す。両者の基準はブラウソーブラソケ（1971）による。
図4に示した植生タイプ区分 1．岩屑斜面　2．岩塊斜面　3．縞状植被　4．草本植被　5．ハイマツ
ハイマツ（Pinzas　Pumde）
キバナシャクナゲ（Phododendron　aureum）
ガソコウラン（EmPetram　nigvam　var．　1’aPonicum）
クロマメノキ（Vaccinium　zaliginosum）
ウラシマッツジ（ArctOtcs　aipinus　var．　」’aPonicas）
ミネズオウ（Loiseleuria　Procumbens）
コメバッガザクラ（Arcterica　nana）
イワウメ（1）iaPensin　laPPonica）
コケモモ（Vaccinium　vitis一惣8α）
ミヤマキソバイ（Potentilla　matsumurae）
ハクサンイチゲ（Anemone　nαrcissi　ora　var．　nipPoniαa）
オヤマノエソドウ（Oxy　trop　is　1’aPon　iαa）
ヨツバシオガマ（Pediculan’s　chamissonis　var．ノdPonica）
トウヤクリソドウ（Gentiauaαゆ’（ia）
チシマギキョウ（CamPanula　chamfSsonts）　’
シラネヒゴタイ（Sauss”reαtriPtera　var．　minor）
タカネニガナ（lxerdS　dentata　var．　alpicola）
キパナノコマノッメ（Viorα　bipora）
ミヤマダイコンソウ（Parageum　calthaefolium）
イワッメクサ（Stellaha　nipPonica）
タカネツメクサ（Minuartia　arctica　var．　hondoensis）
イワスゲ（Carex　stenantha）
コメススキ（Descha　mPsia　fiexuosa）
ミヤマコウボウ（Hieroch　loe　alpiua）
カレックスsp．
?????
??
ー??
?????
1・2
＋・2
r・1
??
1・2
???
r・1
???
r・1
??
2・2
????
4・4
????? ??
????
???
???? ??
＋・1
??
3・3
5・5
????
2・3
r・1
???
2・3
※1．岩屑斜面（植生に乏しい岩屑斜面），2．岩塊斜面（植生に乏しい岩屑斜面），3．
　（草本・罎性低木植被斜面），5，ハイマッ（ハイマツ植被斜面）
※番号，凡例は図4に対応している。
縞状植被（縞状植被斜面），4．草本植被
3のD）。斜面全体の植被率は60％以上である。この斜面は，斜面下部や凹形斜面に分布する（図
4）。この斜面に生育する植物はミヤマキンバイやバクサンイチゲ，トウヤクリンドウ（Gentiana
algida），ヨツバシオガマ（Pedicularis　chamissonis　var．ノklPonica），オヤマノエンドウ，タカネツメ
クサ，タカネニガナ（lxeris　dentata　var．　alpicola），ミヤマダイコンソウ（・Parageum　calthaefolium）
などの草本植物，クロマメノキやウラシマッッジなどの罎性低木である（表2）。
ハイマツ植被斜面
ハイマッ植被斜面は，ハイマッ群落に覆われた斜面で，斜面全体の植被率は60％以上である。
この斜面は，斜面長が80mに達する分布範囲の大きな周氷河性平滑斜面の下部に分布する（図
4）。ハイマッ群落内にはクロマメノキ，ガソコウラソ（EmPetrum　nigrum　var．　joPonicum），コケ
モモ（Vaccinium　vitis－idaea），ミネズオウ（Loiseleuria　Procumbens）などの繧性低木，ミヤマダ
イコンソウやイワツメクサなどの草本植物が生育する（表2）。
3－3　調査地域の卓越風の影響，斜面物質の構成，斜面の微地形
周氷河性平滑斜面の各植生タイプの成立に関わる条件として，冬季卓越風と積雪分布，斜面物質
の構成，斜面の微地形を調査した。
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　　写真4　しっぽ状植生とその伸長方向　　　　　　　図5　しっぽ状植生の伸長方向
写真のような明瞭な構造をもつしっぽ状植生の伸　　伸長方向は西北西から南西のものが特
長方向（写真の矢印の向き）を測定した。　　　　　　に多い。
　（1）しっぽ状植生の分布から見た冬季卓越風向と積雪分布
　赤石岳主稜線沿いには，多数のしっぽ状植生が分布する。その中で，明瞭な構造をもつしっぽ状
植生を任意に探索し，56例を発見，測定した。風下側に伸びる植生の先端部から見た障害物の方
向を伸長方向として測定した結果（写真4），その向きは南南西から北北西であった。その中でも，
北北西から南西向きのものが特に多く，全体の90％以上を占めていた。今回測定したしっぽ状植
生の伸長方向は，冬季卓越風向の風上の向きを示していると考えられる。従って，調査地域の冬季
卓越風向は北北西から南西と推定される（図5）。
　次に，冬季卓越風と調査地域の積雪分布の関係を調べるために，2007年5月4日に現地を踏査
し，積雪分布を確認した。冬季卓越風の風上側に相当する西向き斜面では，東向き斜面に比べ積雪
が少なく，一部では地表の露出する場所が認められた。それに対して，風下側に相当する東向き斜
面では，傾斜の急な斜面や二重山稜の線状凹地部分に積雪が厚くたまっている（写真5）。
　また，風上側の西向き斜面の積雪分布は斜面上での位置や斜面形に応じて異なっている。図6
に西向き斜面の積雪分布を示す。西向き斜面の下部や凹形斜面では風の影響を受けにくく，積雪は
多い。その一方で，斜面上部や凸形斜面では積雪は風に吹き払われて少なくなり，地表が露出して
いる（図6・写真5）。
　②　斜面物質の粒径と基盤岩の節理密度
　赤石岳主稜線には，赤石層群の砂岩と泥岩が露出する。斜面表層の礫には，これらの基盤岩から
生産された砂岩の礫と泥岩の礫の2種類が認められる。両者の礫の大きさを比較するために，150
個の礫の長径をそれぞれ計測した（図7）。
　砂岩の礫の平均長径は31．6cm，最大，最小長径はそれぞれ127　cm，3cmであった。砂岩の礫
には長径20cmから40　cmの礫が多く，50　cm以上の岩塊も認められる。このような砂岩の礫を
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　写真5　積雪分布の状況（2007年5月4日）
写真中央の破線は稜線の最も西側の位置を示す。破
線の右側（東向き斜面）には，傾斜の急な斜面や一
部の二重山稜の線状凹地に積雪が厚くたまってい
る。一方，破線の左側（西向き斜面）では，斜面最
上部や凸形斜面において積雪が少なく，地表面が露
出しており，斜面下部や凹形斜面は積雪が多い。
囲・1
■：2
〕△、．：3
図6　西向き斜面の積雪分布（2007年5月4日）
1：積雪が少なく地表の露出した斜面
2：積雪に覆われた斜面　3：主稜線と11」頂
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　　　　　図7　礫の長径別度数分布
砂岩の礫は大きく，泥岩の礫は小さい。
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日砂岩
w泥岩
　　　　　　図8　節理密度の度数分布
節理密度は砂岩と泥岩，それぞれ100回計測した。
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主体とする斜面物質は，基質を欠く礫支持の岩塊堆積層となる。一方，泥岩の礫の平均長径は
11．4cm，最大，最小長径はそれぞれ58　cm，1cmであった。泥岩の礫には長径10　cm以下の小さ
な礫が多い傾向が認められる。このような泥岩の礫を主体とする斜面物質は，細粒物質が豊富で，
これを基質として礫を支持する岩屑堆積層からなる。岩塊堆積層と岩屑堆積層の閾値は長径30cm
で，前者には30cm以上の礫が，後者には30　cm以下の礫が多く含まれる。
　砂岩と泥岩での斜面物質の違いを生じさせた原因を調べるために基盤岩の節理密度を測定した。
図8に，基盤岩の節理密度を砂岩と泥岩のそれぞれで100回の計測した結果を示す。砂岩の節理密
度は，平均値が24．2本／m，最大値，最・」・値がそれぞれ48本／m，13本／mであった。一方，泥岩の
節理密度は，平均値が88．3本／m，最大値，最小値がそれぞれ145本／m，51本／mであった。両者を
比較すると，砂岩は節理密度が低く，節理の本数が少ないのに対し，泥岩は節理密度が高く，節理
の本数が多い。
　（3）斜面の微地形と斜面物質の移動量
　調査地域の斜面上には，構造土やソリフラクショソローブなどの周氷河性の微地形が見られる。
これらの周氷河性の微地形は特に，植生に乏しい岩屑斜面や縞状植被斜面に多く分布する（写真
6）。このような微地形を形成した斜面物質の移動量を調べるために，ペンキラインの測線を調査
地域に5ヶ所設置し，表面礫の1年間の移動距離を計測した。
　表3に，各測線の表面礫の移動距離と平均傾斜，平均礫径，表面角礫層の厚さ，礫の地質を示
す。5本の測線の平均移動距離は2．1－3．6cm，最大移動距離は12　cmであった。また，各測線ご
とに平均移動距離，最大移動距離を比較すると，平均傾斜の緩いNo．1，2，3の方が，急なNo．4，5
より大きくなった。これには，測線を設置した地点の礫の地質と大きさ，表面角礫層の厚さが関係
すると考えられる。No．1，2，3では，泥岩の小さな礫（平均5－8　cm）が多く見られ，表面角礫層
　　　写真6　縞状植被斜面に分布するソリフラクションローブ
縞状植被斜面の裸地（岩屑斜面）にソリフラクションローブが分布する。
写真の上が斜面上方，破線部分がソリフラクションローブの末端部を示す。
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表3　表面礫の移動距離
No．1 No．2 No．3 No．4 No．5
平均移動距離（cm）
最大移動距離（cm）
平均斜度（°）
平均礫径（cm）
表面角礫層の厚さ（平均値・cm）
礫種の特徴
測線の長さ（cm）
　3．8　　　　　　3．3
　12　　　　　　11
　21　　　　　　21
　　5　　　　　　　8
　　7　　　　　　　8
泥岩優勢　　泥岩優勢
　210　　　　　140
　3．9　　　　　　2．7
　11　　　　　　　8
　22　　　　　　29
　　6　　　　　　12
　　5　　　　　　16
泥岩優勢　　砂岩優勢
　130　　　　　110
　2．2
　　6
　32
　15
　22
砂岩優勢
　230
の厚さが薄かったため移動距離が大きくなった。一方，No．4，5では，砂岩の大きな礫（平均12－
15cm）が多く見られ，表面角礫層の厚さが厚かったため移動距離は小さくなった。
4．考察
　植生分布の違いから区分された各タイプの配置には特に以下のような特徴が認められた。植被率
の高い草本・綾性低木植被斜面やハイマツ植被斜面は斜面下部や凹形斜面に分布し，斜面上部や凸
形斜面には分布が認められなかった。これは，冬季の風と積雪が影響したと考えられる。斜面下部
や凹形斜面では，卓越風の影響を受けにくいために積雪が多く見られる。積雪によって冬季の低温
や乾燥から保護されることで草本植物や罎性低木，ハイマッが多く生育できるため，植被率の高い
草本・1委性低木植被斜面やハイマツ植被斜面が成立したと考えられる。特に，ハイマッは積雪によ
って保護されなければ越冬できないため（例えば，沖津・伊藤1983），ハイマツ植被斜面は十分
な積雪が見られる斜面下部にのみ分布する。一方，斜面上部や凸形斜面では，卓越風の影響で積雪
が少なく，冬季の乾燥や強風にさらされることで植物が生育しにくくなり，植被率が低下したと考
えられる。
　植生分布に関わる条件はそれ以外にも認められる。植生に乏しい岩屑斜面，岩塊斜面において植
被率の低下をもたらすのは斜面物質の構成である。調査地域に分布する砂岩と泥岩には，生産され
る礫の大きさやマトリックスの有無，さらには斜面物質の移動量に一定の傾向が認められた。調査
地域における，地質と斜面構成物質および斜面の安定性の関係は以下のようにまとめられる。
　泥岩は節理密度が高く，長径30cm以下（概ね，10　cm以下）の小さな礫を生産する地質であ
る。泥岩の礫が多い斜面は，表面角礫層の薄いマトリックスに富んだ岩屑堆積層からなる岩屑斜面
で，表面礫の移動距離が大きい相対的に不安定な斜面である。一方，砂岩は長径30cm以上の大
きな礫を生産する地質である。砂岩の礫が多い斜面は，表面角礫層の厚いマトリックスに乏しい岩
塊堆積層からなる岩塊斜面で，表面礫の移動距離が小さい相対的に安定な斜面である。
　植生に乏しい岩屑斜面は泥岩の礫を主体とする岩屑堆積層からなり，不安定な斜面である。そこ
では，表面礫の移動による種子や植物体の埋没，根切れ（例えば，中条1983）が起こるため植物
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　　　　　　　　図9　赤石岳の高山帯における植生景観の環境条件
く風上側斜面〉
　　　　　　團
（斜面下部／凹形斜面）
4．難嫁・辮雛麟轍嚢鱗
5．《ぜ響輔鰻麟難
が生育しにくくなり，植被率が低下したと考えられる。一方，植生に乏しい岩塊斜面は砂岩の礫を
主体とする岩塊堆積層からなり，岩屑斜面よりは安定した斜面であるため，斜面物質の移動量から
見ると植物の生育に適していると言える。しかし，岩塊斜面では水分や栄養分を保持し，植物が根
を張る際に必要な細粒物質に乏しいため植物は生育しにくくなり，植被率が低下したと考えられる。
　最後に，斜面上部の傾斜が緩い凸形斜面に分布する縞状植被斜面についてである。縞状植被斜面
は岩屑斜面からなり，裸地の部分にソリフラクショソローブが形成される（写真6）。また，この
斜面の斜面物質の構成は植生に乏しい岩屑斜面と類似する。しかし，それと比べると斜面の平均傾
斜が20°以下の緩斜面であるため，表面礫の移動距離が小さい一部の場所（例えば，ソリフラクシ
ョンローブの側面や末端部など）が植被された結果，縞状の配置が成立したと考えられる。
　以上のように，高山帯景観の植生分布の成立には卓越風の影響と冬季の積雪分布，および斜面物
質の構成が関与すると考えられる。図9に両者の関係性をまとめた。
5．　まとめ
　南アルプス赤石岳の高山帯において，高山景観の形成に関わる条件を明らかにした。特に，調査
地域に分布する周氷河性平滑斜面の植生分布に着目し，卓越風の影響，斜面物質の構成，斜面の微
地形が景観の形成にどのように関わるのかについて検討し，以下の結論を得た。
①赤石岳主稜線の西向き斜面には周氷河性平滑斜面が分布する。この斜面は稜線からの標高差が
　　20－40m，斜面長にして30－80　mの範囲に分布する傾向が認められる。
②周氷河性平滑斜面は植生分布の違いから以下の5タイプの斜面に区分される。植被率の低い
　　方から順に，「植生に乏しい岩屑斜面」，「植生に乏しい岩塊斜面」，「縞状植被斜面」，「草本・
　　綾性低木植被斜面」，「ハイマッ植被斜面」である。
③植被率の高い草本・綾性低木植被斜面やハイマツ植被斜面は，斜面下部や凹形斜面に分布す
　　る。これらの斜面は，斜面下部や凹形斜面で積雪が多く，植物が越冬しやすい条件が作られた
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ため成立したと考えられる。
④植被率の低い植生に乏しい岩屑斜面，岩塊斜面は積雪の少ない斜面上部や凸形斜面に分布す
る。これらの斜面での植被率の低下には積雪分布だけでなく，斜面物質の構成も関与している。
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